
令和７年６月９日（月）第２回開かれた学校づくり協議会が開催されました。 

しこまる 

最近の学校の様子について 曾我委員（校長）より   

1. 運動会に関する報告。学年ごとに競技を選択。コロナ禍で団体競技未経験の子供にも新たな機会ができた。  

2. プール開きの報告。気温低下の影響で一部中止となったが、安全対策を整えながら水泳指導を実施。 

3. 学校の防犯体制を強化。不審者対応訓練を９月に予定している。 

4. 自己調整・選択型の学習スタイルの導入。児童が自立的に学習方法を選択し、主体的な学びを促進。 

5. ＩＣＴ活用による個別最適化学習の推進。タブレット端末を活用し、より効果的な学習環境を整備。 

6. 学校経営方針として、児童が主体的に学び、協働する姿勢を強化。 

 

３年生大玉はこび ４年生台風の目 ５・６年生お助け綱引き 

 

運動会の不審者対策は難しい。何名か配置して入校証のチェックをし

た。色を毎年変えるなど工夫している。怪しければすぐ 110 番を。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

武蔵野市立関前南小学校 
通称：開かれ  

 

開かれた学校づくり協議会だより NO.2 

教育企画課・学校改築係 鈴木さんより学校改築計画の報告  市内の小中学校の建て替え計画を今後

２年間かけて改定していく予定です。昨年度から子ども、教職員、保護者、地域との意見交換を実施

し、建て替えに向けた議論を進めてきました。また本年度は、７月から計画の策定審議会を立ち上げる

とともに、引き続き子ども、教職員、保護者、地域から意見収集をしていきます。新しくなった第五中

学校の生徒・先生・市職員が語る新校舎ツアーの動画を YouTube で配信中です。 

        

  

 

 

   

 

        

 

 

 

  

 

     

 

    

 

        

 

 

 

本日もＰＴＡ会長・教育関係者・一般社団法人代表・スポーツ推進

員・警察官・青少協・コミセン運営委員・地域コーディネーターな

ど、多様な立場の 12 名の方々で熟議をいたしました。協議会はど

なたでも傍聴していただけます。ご興味のある方は学校までご連絡

ください。           （0422-53-7655・副校長まで） 

 

武蔵野市動画チャンネル 検索 

みんなで語ろう！武蔵野市の未来の学校づくり 

～第五中学校新校舎 完成篇～ 

今すぐアクセス！ 

司会は協議会会長

の島田さん、関

前南地区の地域コ

ーディネーター。 

趣味特技：テニス 

1 年生おどって玉入れ ２年生ジャンボリ玉入れ  

 

 

 

 

 

関前南小学校は築 54

 年になりますが建て替

 えはまだ先に 

なりそうです。 

mailto:sch+wseeffx2aecn@sughool.jp


ご紹介：うさぎのぴょんた 

☆学校と地域との連携 

第５回：10 月下旬を予定 

 

遊びに来てね！ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

第３回：７月 16 日（水）10 時～11 時 30 分 

 

 

曾我委員の報告を受けて委員より 

・学校と地域の関係を深めるための取り組みを。 

・保護者や地域住民の協力による安全管理の強化を。 

・地域活動での中学生の参加を促進。 

・不登校児童向けの居場所づくりの可能性は。 

☆防犯対策の強化 

・学校行事における安全管理の強化策の検討。 

・入校者チェックの徹底。毎年色を変えた入校証を配布し照合を実施。 

・防犯訓練の強化。警察のとの連携による実践的な対応訓練の実施。 

熟議 「地域から見た学校施設の 

・ 「開かれた学校」として、学校を地域のコミュニティスペースに。 

・放課後の活用として、調理室や音楽室をイベントに利用してみては。 

・造形できる場、あそびの空間 図工室を使って地域とのつながりを。 

・セキュリティ管理や責任分担の課題も。 

 令和７年度は新メンバーを迎え、今回２回目の熟議では自分の意見や考えを付箋に書き出すことで、視

覚的にも新たな発見が生まれることが多く、多様な意見が飛び交いました。市・担当の方から見て、関

前南の開かれはメンバーもバランスもとても良いとの事です。 

～今後の予定～

 

 

 

第４回：９月２日（火）10 時～11 時 30 分 

 

 

推定年齢 10 歳くらい 

関前南の子供たち

を校庭の片隅から

いつも見守ってく   

れています。 

 

 

 

 

 

活用の可能性」 


